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キャリア・コミュニケーション演習の概要
――広義のキャリアへの意識づけと対話を通した
コミュニケーション能力の育成をめざして――

村 田 和 代

1．はじめに

学際的アプローチによる課題解決型の実践的
な学びを重視した龍谷大学政策学部のカリキュ

ラムは、多くの特色ある科目から構成されてい
る。特色ある科目の中に、コミュニケーション
能力育成に特化した科目が取り入れられている
点は特徴的である。コミュニケーション能力の
育成は、多くの大学で目標として掲げられてい
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要 旨

本稿では、政策学部カリキュラムの特色ある科目の一つである「キャリア・コミュニケーション演習」
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るが、どのようなコミュニケーション能力なの
か具体的に明記されてはいない。一方、龍谷大
学政策学部では育成する人材像が明確で、目指
すコミュニケーション能力も具体的に示すこと
ができる。
龍谷大学政策学部では、2011年度開設当初よ
り「地域公共人材」の育成を目指している。地
域公共人材とは、これからの地域社会において
公共政策の形成を主導し、職業や組織、セク
ターの壁を超えて関係性を構築し、パートナー
シップを結びながら活動できる人材である（土
山・大矢野 2008；白石・新川・斎藤 2011）。
したがって、多様な他者と連携して課題解決や
政策立案・提案ができるコミュニケーション能
力と具体化できる（村田 2014、2015b、2016）。
コミュニケーション能力育成に特化した科目の
うち、話し合い能力の育成を目指すコミュニ
ケーション・ワークショップ演習についてはす
でに論じられているため（村田・只友・中森・
松岡 2013；村田 2015a）、本稿では、キャリ
ア・コミュニケーション演習に焦点をあて、そ
の目標や学修内容、進め方について紹介する。
本科目は、政策学部開設当初より開講されて
いたが、大学間連携型教育推進事業1)で資格科
目として改変された科目で、2015年度から後期
に⚒単位科目として開講されている2)。現在、
初級地域公共政策士資格でアクティブ・ラーニ
ング科目の一つとして位置づけられている。
本科目では、地域での実践や主体的なキャリ
ア形成を意識し、グループディスカッション、
インタビュー、プレゼンテーション等の実践を
通して、セクターを超えた多様な他者と連携し
て課題解決や政策立案・提案ができるコミュニ
ケーション能力の進捗を目指す。政策学部で力
を入れているアクティブ・ラーニングや課題解
決型科目（CBL/PBL 科目）を履修し進路決定
に役立てた学生が、これらの学びを進路にどの
ように活用したかについて紹介し、受講生との
ディスカッションを行う機会を提供する。加え
て、学年を超えた学びのコミュニティを形成し、
キャリア形成の上で必要な知識やコミュニケー
ション能力についての理解を深める。さらに、
地域の企業や行政の協力を得て、社会人の視点

から働くことの意義について紹介してもらう。
これらの実践による到達目標は「アクティ
ブ・ラーニングを通してコミュニケーション能
力を向上させ地域での実践力につなげることと
広義のキャリアについて考える力を身に付ける
こと」である。

2．授業の構成

15回の授業のスケジュールは、その年によっ
て多少の変更もあるが、おおむね以下のような
内容で進められる。
それぞれの内容や進め方については次節以降
順に紹介する。

2.1. イントロダクション
本科目の到達目標や講義の進め方、15回のス
ケジュールについてシラバスを見ながら確認す
る。新書ビブリオバトルや PR バトルでは、自
分で選んだ新書やコミュニティ（人の集団）に
ついてプレゼンテーションをするので、あらか
じめ準備できるように、進め方についても共有
する。評価方法や、最終レポートについても説
明する。
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表 1．キャリア・コミュニケーション演習の講義計画

回数 学 修 内 容

⚑回目 イントロダクション

⚒回目 政策学部の学びについてのワークショップ

⚓回目 ｢聞く・訊く・聴く」ワークショップ

⚔回目 エッセイワークショップ

⚕回目 アクティブ・ラーニングの学びとは（⚑回目）

⚖回目 ゲスト講師（キャリアを考える）

⚗回目 新書ビブリオバトル

⚘回目 アクティブ・ラーニングの学びとは（⚒回目）

⚙回目 中小企業経営者とのワークショップ

10回目 ゲスト講師（キャリアを考える）

11回目 プレゼンテーションで大切なこととは

12回目 PR バトル

13回目 ライフデザインワークショップ

14回目 (調整回）

15回目 ふりかえり



2.2. 政策学部の学びについてのワーク
ショップ

⚔人から⚖人程度のグループで、政策学部の
学びにはどのような特徴があるかについて意見
交換し、各グループから発表してもらう。その
後まとめとして、政策学部の⚓つの方針を見な
がら、学部の教育理念や学生に保証する基本的
な資質について確認する。就職活動の際に、
「政策学部」とはどのような学部で、その中で
も「龍谷大学政策学部」の学びにはどのような
特徴や強みがあるのかを理解し、自分のことば
で語れることは重要であると考えている。

2.3.「聞く・訊く・聴く」ワークショッ
プとエッセイワークショップ

コミュニケーションは一方向ではなく、話し
手がボールを投げ、聞き手がそれを受け止める
ことで展開する双方向の実践であることを意識
づけるためのワークショップである。「きく」
実践の⚓側面（単に音として聞く、訊ねる、ア

クティブリスニング）についての講義の後、15
分程度のペアワークを⚒回実施する。一人は聴
き手（インタビュアー）に徹して、もう一人は
自身の大学生活や強みについて自由に語る。ペ
アワークが終わった後に、聴き手に着目したふ
りかえりを実施する（図⚑、図⚒）。
ペアワーク終了後、授業の後半で、「自分の
強み」というタイトルでエッセイを書いて提出
してもらう。
次の授業では、グループに分かれて、回収し
たエッセイ（匿名に編集）を読んでもらう。そ
のうえで、相手に伝わる文章（エッセイ）の
エッセンスとは何かについて議論し、各グルー
プから発表し共有する。
コミュニケーション能力を向上させるために
は、経験を重ねることだけではなく、自身の実
践や他者の実践の客観的な考察やふりかえりが
重要である（森本・大塚 2012）。⚒回のワーク
ショップを通して、聞くこと（意見を聞く姿勢
や態度）、書くこと（発信・提案する力）を振
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図 1．インタビュアー振り返りシート

ふるまい よくできた－できた－いまひとつ－難しい

参加者の発話をうながすふるまいができましたか
自己評価のポイント例 ・視線・あいづち、うなずきや応対

○――○――○――○

発言を歓迎する姿勢を伝えられたと感じましたか ○――○――○――○

対話する「場」の構築 よくできた－できた－いまひとつ－難しい

参加者が発言しやすい「場」を構築できましたか ○――○――○――○

進行役を担当して、うまくいったことを記入して下さい（自由記入）

進行役を担当して、難しかったことを記入して下さい（自由記入）

上記をふまえて、自己評価の点数をつけて下さい（⚕点満点）

点
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図 2．インタビュアーへのピア評価シート
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り返り活動によって意識し、より効果的な実践
へと改変することを目標としている。

2.4. アクティブ・ラーニングの学びとは
（複数回実施）
この回では、地域や企業と連携して進める
CBL/PBL 科目（政策実践・探究演習、新
PBL 入門、伏見 CBL 演習、グローカル戦略実
践演習、キャリアデザインのための企業研究、
企業の CSR 実践演習）の履修者や、コミュニ
ケーション・ワークショップ演習教育補助員、
基礎演習クラスサポーターに加えて、正課外の
学びの活動である Ryu-SEI GAP に参加して
いた⚔回生（大学院生）⚕～⚘名程度ゲストと
して参加してもらう。
授業の最初に、教員からアクティブ・ラーニ
ングについてや、政策学部におけるアクティ
ブ・ラーニングの科目展開について解説する。

その後、ゲストの学生たちに、自身のキャリ
ア形成にアクティブ・ラーニングの学びがどの
ように役立ったのかや、地域・企業連携科目を

通して何を学んだかについて話してもらう。で
きるだけ多くの先輩の話が聞けるように、ゲス
ト学生たちがファシリテーターとなってグルー
プにわかれてディスカッションを進めてもらう。
一回のセッションを15分程度として、受講生が
できるだけ多くの先輩の話を聞き、実際に対話
できるような設えにしている。
加えてこの回では、初級地域公共政策士や地
域公共政策士の資格プログラムについても紹介
する。実践的な地域・企業連携の学びと、知識
習得型の座学（講義による学び）との有機的な
連携によって資格プログラムが構成されている
ことや、学びの可視化としての資格の取得の重
要性を、受講生たちに意識づけるようにしてい
る。

2.5. 新書ビブリオバトル、プレゼンテー
ションで大切なこと、PR バトル

新書ビブリオバトルと PR バトルは、個人プ
レゼンテーションの機会として位置づけしてい
る。新書ビブリオバトルの回と PR バトルの回
の間に（できるだけ PR バトルの直前の回で）、
プレゼンテーションで大切なことを考えるワー
クショップを入れている。
一般的なビブリオバトルでは、本の種類は限
定されないが、本科目のビブリオバトルは新書
に限定している。新書は、専門分野の入門書と
して位置づけられ、扱うテーマは多様な学問分
野を網羅している。政策学部の学びは多岐にわ
たり学生たちの興味も多様であることから、多
様なセレクションから選択できる点は望ましい。
さらに、新書だけに限定しているのは、プレゼ
ンテーションの条件を揃えるためである。
新書ビブリオバトルは、資料を一切認めない
口頭だけのプレゼンテーションとしている。視
覚に頼らないもっとも基本的なプレゼンテー
ションには何が必要かを、体験を通して考えて
もらうためである。⚖名程度のグループに分か
れて、一人⚕分で紹介する。この時、評価の公
平性を担保するため、自身のグループではなく
隣のグループで発表する。そして、全員の発表
後、最もよかった人を選ぶ。後半では、各グ
ループから選ばれた人たちに、再度全員の前で
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図 3・4 授業内での提示資料（抜粋）



発表してもらう。授業の最後には、教員から、
内容だけでなく、伝え方もプレゼンテーション
にとって重要である点について説明する。
PR バトル実施回の前に、プレゼンテーショ
ンで大切なことを考えるワークショップを実施
している。プレゼンテーションが素晴らしいと
思う具体的な人物（有名人、教員、知り合い
等）を、各受講生に考えてきてもらう。なぜそ
の人たちのプレゼンテーションが素晴らしいの
かをグループで話し合い、よいプレゼンテー
ションに必要なエッセンスを⚓つ抽出してもら
う。各グループから発表し、出てきた意見を全
員で共有する。これまでの実施を通して共通す
るのが、話し手（プレゼンテーター）側からの
ポイントではなく、聞き手を意識するという点
であることは興味深い。教員から PR バトルで
出てきたエッセンスを各自のプレゼンテーショ
ンで取り入れるよう指示して授業を終える。
PR バトルも新書バトルと同じく持ち時間は
一人⚕分間である。知ってもらいたい「人の集
団」を PR してもらうというものである。集団
（コミュニティ）の大きさは問わない。ただし、
プレゼンテーション作成の際には「現場性」を
重要視する。つまり、PR する集団（コミュニ
ティ）には必ず訪問し、話を聞く等現場を体験
することを必須としている。PRする集団とし
ては、自身のゼミ、所属する課外活動の団体と
いった小さな集団から、企業、自治体、テーマ
パーク、職業の集団等、毎年ユニークな発表が
多く、視点の多様性に驚くことが多い。また、
PR バトルでは、資料（Ａ4 ⚑枚）の配布も
認めている。写真、イラスト等視覚に訴える提
示の工夫もみられる。よいプレゼンテーション
に必要なことについてはすでに学んでいるため、
多くの学生が、学んだポイント（例：大きな声
ではっきりと話す、プレゼンテーションの最初
にポイントを提示する、聴衆に問いかける、視
線を聴衆に向ける等）を意識して取り入れてい
る点は興味深い。

2.6. 外部講師の回（講演会やパネルディ
スカッションと企業経営者とのワー
クショップ）

実際に社会で働いている方々の講演も取り入
れている。業種は絞らず、毎年様々な職種の方
に来ていただいている。育児とキャリア、働き
方の多様性、海外とのつながり、働くことの意
味等、ゲストには仕事内容の紹介にとどまらず、
ざっくばらんに語ってもらうようお願いしてい
る。これまでお話いただいたゲスト講師は、行
政書士、アナウンサー、地方議会議員、ベン
チャー企業経営者、グローバル/グローカル企
業経営者等である。2020年度はコロナ禍のため、
ゲスト講師による講演会はオンラインでの実施
となった。遠方からも参加いただけるというオ
ンラインのメリットを生かして、複数名から話
題提供いただくパネルディスカッションを実施
した。創設10周年を記念して、政策学部・政策
学研究科の OB/OG にパネラーをお願いした。
（初級）地域公共政策士資格取得者の方々、
ソーシャルビジネスの企業家や地方でまちづく
りに携わっておられる方々から、社会人になっ
た現在、あらためて政策学部の学びをふりか
えってもらい、受講生たちからも好評であった。
講演会に加えて、毎年中小企業家同友会の協
力を得て、経営者の方々（⚖名～⚘名程度）に
ゲストとして授業にいらしていただいている。
ゲストには、グループのファシリテーターに
なって、学生と「働くとは」といったテーマを
めぐって懇談いただいている。地域の中小企業
の役割や、地域企業で働くことの意義等、懇談
会を通して中小企業に対する意識変化につな
がっていることを実感している。

2.7. ライフデザインワークショップ
自分自身の人生について考えるワークショッ
プを実施している。2016年度に、京都市がライ
フデザイン事業の一つとして、ワークショップ
をデザインされて3)、それを授業で取り入れた
ことがきっかけとなり継続して実施している。
グループで「人生で大切にしていること」を
テーマに意見交換後、就職、結婚、仕事、育児
をめぐる国内のデータを示して現状を知る。授
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業の後半では、自分史（過去、現在、未来）を
作成する。あらためてこれまでの人生をふりか
えり、今後の人生を考えることで、人生におけ
る「仕事」の意味や意義について考える機会と
している。

以上が、本科目の学修内容と進め方である。
何れの回も、教員が教えることをメインにする
のではなく、学生主体で対話を通して学び合い
ができる設えにしている。教員はファシリテー
ターあるいは、教室内のコミュニティの学びの
ガイド役としての役割を担っている。

3．キャリア・コミュニケーション演習の
特徴

政策学部のカリキュラムにおける本科目の役
割として以下の⚓点が考えられる。

① キャリアを就職活動ととらえるのではな
く、自分自身の人生といった広義でとらえ
る機会とする。
② 学年を超えた学びのコミュニティ形成の
機会とする。
③ 多様な PBL/CBL 科目を受講した学生
たちが、自身のキャリアにそれらの科目を
どのようにつなげたかをフィードバックす
る機会とする。

①については、ともすればキャリア教育イ
コール就職活動のためのスキル習得と考えられ
がちだが、本科目で取り入れている実践は、そ
のような考えを払拭するデザインとしている。
受講生たちには、本科目の様々な実践を通して、
キャリアをもっと広い視点でとらえる機会とな
ればと思う。
②については、履修登録時から工夫をしてい
る。事前登録科目とし希望者から50名程度抽選
しているが、⚒回生と⚓回生ができるだけ同じ
人数になるようにしている。加えて、例年少数
ではあるが、⚔回生と院生も受講している。こ
れによって、⚒回生から院生まで学年を超えて
の学びのコミュニティ形成の基盤を整えている。
③についてであるが、受講生にとっては、先

輩たちの学びの体験を直接聞くことによって、
CBL/PBL 科目の受講につながったり、既に
PBL/CBL 科目を履修中の学生たちにとっては、
あらためて現場の学びや活動の意義を考える
きっかけとなっている。加えて、実践的な学び
を後輩たちに自分自身の言葉で伝えることで、
自身の経験をメタ的に見ることができ、それは
学びのふりかえりと客観化につながると考えて
いる。現場での学びは、古典的な知識獲得型の
学びではなく、いわゆる状況的学習（Lave
and Wenger 1991）や変容的学習（Mezirow
2010）と呼ばれるあたらしい学びのスタイルで
ある。これらの学びは、自分自身の内省による
言語化によって、外在化でき確認できる。その
ような機会の提供として役立てほしいと考えて
いる。
15回の授業を通して、できるだけ多くの「異
なる他者」との対話を経験することを、最も重
要視している。毎回の授業開始時にグループ分
けをするが、必ず多様な学年で、できるだけ新
しいメンバーとなるように配慮している。また、
ゲストにもグループディスカッションに入って
もらい、意識的に「異なる」他者との対話がで
きるようにデザインしている。
加えて、グループディスカッションの際には、

必ずアイスブレイクに十分な時間を費やすこと、
同じ人ばかりが担わないように注意して、ファ
シリテーター役や発表役を決めること、ホワイ
トボードやふせんを使って話し合いのプロセス
を可視化・共有化できるよう、話し合いの方法
についても工夫するといった、話し合いのデザ
インにも意識を向けるようにしている。
対話を通した学びを促進するためには、異な
る他者を相手とすることや話し合いのデザイン
が求められる（村田 2020；村田・水上・森本
2020）。本科目でも上記のような工夫を行って
いる。

4．ま と め

社会の持続可能性が問われるようになり、地
域社会が抱える課題は、単一の領域だけで解決
できるものではなく、多角的なアプローチが求
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められるし、ひとびとの価値観の転換や創意工
夫も求められる。このような状況下で、1980年
代後半から、多くの先進国で共通して教育目標
として掲げられるようになってきた能力として、
ジェネリックスキル、ソフトスキルといった汎
用的能力があげられる（石田 2019）。知識獲得
重視から、獲得した知識を、実社会でどのよう
に応用していくのかといった能力が求められる
ようになってきた。答えのある問いではなく、
他者との対話を通して自主的・多面的に考える
ことが求められているのである。
政策学部では開設時より、このような汎用的
能力の育成に着目し、その中でもコミュニケー
ション能力育成に特化した科目が開発されてき
た。本稿では、その中の一つである「キャリ
ア・コミュニケーション演習」の内容や進め方
について紹介した。汎用的能力育成のためのア
クティブ・ラーニングの実践や、これに関する
研究はまだまだ萌芽期にある。とりわけ、受講
生の能力向上をどのように測るのかといった評
価の側面や、アクティブ・ラーニング科目にお
ける教員の役割については、更なる研究が求め
られるだろう。筆者も引き続き、アクティブ・
ラーニングやコミュニケーション能力育成プロ
グラムについて、このような観点から研究を続
けていきたい。そして、研究成果を、地域公共
人材育成につなげていければ幸甚である。

注
1) 2012～2016年度 文部科学省「大学間共同教育連携
推進事業：地域資格制度による組織的な大学地域連携
の構築と教育の現代化」（龍谷大学代表）「大学間共同
教育連携推進事業：産学公連携によるグローカル人材
の育成と地域資格制度の開発」（京都産業大学代表、龍
谷大学は連携校として参加）
2) 開設当初から2014年度までは「コミュニケーション
応用演習」として開講
3) 京都市「ライフデザインワークショップ」https://
www.pref.kyoto.jp/shoshi/29lifedesign-workshop.html
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